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概要 

Abstract 

歯のエナメル質に異常をきたす疾患が急増しており、小学生の約

20%に何らかのエナメル質形成不全が認められる。したがってエナ

メル質の形成過程を理解することは、これら疾患の解明や治療法

の開発に有用である。我々はエナメル質形成に関わるエナメル芽

細胞の分化を理解するために、発生過程において歯胚に特異的に

発現する転写因子のスクリーニングを行った結果、bHLH型転写因

子の一つである AmeloDを同定した。AmeloD欠損マウスを作成し、

歯の表現系を解析した結果、切歯においてエナメル質形成不全を

示し、歯の萌出速度が減少していた。このことから AmeloDの遺伝

子欠損は、エナメル芽細胞の分化を抑制していることが示唆され

る。そこで転写因子 AmeloDが、細胞内でどのような遺伝子の発現

制御をしているかを AmeloD過剰発現、欠損細胞における細胞表現

系の変化を解析し、また AmeloDと結合する分子を明らかにするこ

とで、エナメル芽細胞分化過程の全容を明らかにしたので紹介す

る。 
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